
 

NII-Electronic Library Service 

論文

日本占領下 華北における新民会の 女 性政策

菊地 　俊介

1　 は じめ に

　 日中戦争期に お け る中国の ，い わ ゆる 日本の 傀儡政権 の ひ と つ と し て ，北京 に 成立 し

た 中華 民国臨時政府 （以下 ， 臨時政府）が あ る 。 同政府 は 北支那方 面軍の 主導 に よ っ て

1937 年 12 月 14 日に 成立 し ，
「日華提携」，

「日華親善」に 基づ く新 し い 中国の 建設を標榜し ，

形 式的には 中国人 に よる中 国の 統治 ， 実際に は 日本軍部 の 「内面指導」 を通 す形で ，
こ の

臨時政府 が 華北の 日本 占領 下地 域 を統治 した。 1940 年 3 月 には 南京 に 汪兆銘 を主席 とす

る中華民国国民政府 が成立 し
， 臨時政府は形式 的に は これに吸収合併 された。 これ に伴い

臨時政府 は華北政務委員会 と改称する もの の ，実際には 旧臨時政府 の 統治機構 を存続 させ ，

終戦まで華北の 占領統治を続け た 。

　 日本の 対華北 占領統治に とっ て 重 要な課 題 は ， 現地民 衆 に臨 時政 府 を支持 し ， 擁 護 させ

るた めの
， 民衆 に対 す る親 日化工 作 で あ っ た 。 臨時政府 は 中国人 の 現地 民衆 の 親 日化 の た

めの 思想教化宣伝に加 え ， 臨時政府 に対す る支持 を取 り付けるた めの 農村復興 を中心 とす

る経済政策 ，そ の 担 い 手 を育成す るた めの 教育政策，更には現地民衆を組織化 し ， 軍事訓

練や勤労奉仕へ の 動員 も進 め た 。

　 こ れ らの 現地民衆に 対す る親 日化や 動員政策を進 めたの が ， 臨時政府 と 「表裏
一

体の 関

係 」 を標榜する 「民衆 団体 」 と して 組 織 され た 中 華民国 新民会 （以 下，新民会）で ある 。

新民会 は 北支那 方面軍 の 主導に よ り，臨時政府成立 の 10 日後の 1937年 12 月 24 日に成立

した。新 民会は 日本人 と中国人 が共 同参 画す る組 織で あ り ， 北京 に 中央指導部，省，道，市，

県の それ ぞれの 行政単位 に指導部を置 き ， 現地 民衆の 教化 ， 組 織化 ， 動員 を進 めた 。 特に，

新民会が 日本 占領 下華北の 各地 に 青年訓練所や青年団 ， 少年団を設立 し
， 現地民衆の 中で

も青年層 に対す る教化 ， 組 織化 ， 動員工 作を重視 した こ とは ， 日本の 対華北 占領統治の 主

な先行 研 究 も既 に論 じて い る とこ ろで ある （拙稿 ， 2010）。

一方 ， 新民 会は青年団 ， 少 年

団 と並行 して
， 婦女会 ， 少女団な ど ， 女性 を組 織化の 対 象 とす る団体 も各地 に 設立 して い

　 1）

る 。 こ の こ とか ら ， 女性 も新民会の 現地 民 衆 に対す る教化動員工 作 を進 め る 上で ， 重要

1）　郭貴儒 ら （2007，pp．197−199），関捷 （2006，　 p．567），劉敬 忠 （2007，
　 p．167 ） らは ， 新民 会が

婦女会や 少女団 を設 立 し た こ とを紹介する の み で ，女性 政策の 内容 につ い て は特 に論 じて い な い 。
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な存在 で あ っ た こ とが窺 える。

　中国に お ける，中国女性 史の 先行研 究で は ， 日本 占領下 に生 きた 中国女性 は 目本 軍 の た

め に働 か され ，搾 取 され ， 日本軍の 抑圧 の 下で 悲惨な生 活を強い られた とい う叙述 が 中心

で ， 慰安婦 問題 に も重 点 を置い て い る 。 ま た ， 中国共 産 党が 日本 占領下の 女性 を指導 し ，

秘密組織を結成 し て 抗 日運 動を展 開 した こ とも論 じて い る （中華全国婦女連合会 ， 1994，

pp．372
−378，丁衛平 ，

1999
， 鄭永福 ， 呂美頤 ，

2010
，
　 pp．348−349， 370−371）。 これ らの 先

行研究はい わば抑圧 と抵抗の 図 式で 中国人 女性 の 姿を描 い て お り ， 対 日協力 に取 り込 まれ

た女性 の 姿が見えて こ ない 。

　新民会の 女性 政 策の 内容 に踏み込 ん だ傀儡政権史，中国女性史の 先行研究は，新民会 の

封建性や保守性 を強調す る 。 その た め ， 新民会の 女性に 対す る教化動員政策に つ い て も ，
「女

権」 を否定 して 「婦徳 」 を発 揚する もの
， 女性の 役割 は家庭 にあ る と主張 し ， 女性 の 社会

進 出を否定す る復古的な もの ， 「封建道徳」 へ の 回帰 で あ っ た とす る理 解が，先行研究で

は
一

般 的で あ る。

　特 に新民会の 刊行物 に掲載 された 女性論には ， しば しば 「賢妻良母」 とい う言葉が用 い

られ て い る。 呂美 頤 （2002）， 鄭永 福 ， 呂美 頤 （2010， pp．　421−425）は新民 会の 掲げる 「賢

妻良母 」 を 「女性は 家庭に 帰れ」 の 主張 として捉 え ， 更 には 「三従 四徳」 と同列に論 じて ，

女性 を家庭 に服従 させ る思想 と位置づ けて い る 。 新民会の 女性 政策に対す るこ の よ うな捉

え方は ， 当時の 中国共産 党系の 雑誌 に も見 られ （康克清 （1940 ，
7）「三年来 的華北婦女運動」

『中国婦女』 2−2
， p．8， 琴 秋 （1940 ，

8）「掲発 日寇対婦孺的欺誘政策」 『中国婦女』2−3
，
　p．7），

現在の 中国にお け る研 究 も ， 当時の 認識 をその まま継承 して い る と言 えよ う。 日本 の 研 究

で も ， 江 上 （2007 ， p．293）が新民 会 に は触れ て い な い もの の
， 日本 占領 下北京の 女性 問

題に つ い て ，こ の
一

面 だ けを論 じて い る 。

　 しか し実際に は ，新 民会の 女性政策 は現地 中国人女性に 対する教育，特に職 業教育の 普

及 を進 め，女性 に 「家庭に 帰れ」 と説 く
一

方で 「社会 に進 出せ よ」 とも説 き ， 家庭内で 夫

を助 け て家事や育児を こなす女性の み ならず ， 社会で 働 く女性 を肯定す る言説 も見 られ る。

鄭永福 ，呂美頤 （2010， p．　425）は新民会 が女性 を集会やデモ
， 勤労奉仕 に動員 した こ と

に も触れ て お り ， 戦時体制 下の 動 員 とい う観点か らも，新民 会の 「賢妻良母 」 の ス ロ
ーガ

ン が女性 を単に 家庭 に押 し込 め る もの であ っ た と捉え るだ けで は 不 十分で あろ う。 日本植

民 地期の 朝鮮や 台湾に 関す る先行研 究で は，男性の 労働力不 足 に伴 っ て 女性 も銃後の 協力

を求め られ ， 女 性は家庭内に とどま らせ ず に む し ろ杜会に 出て 生 産労働 へ と動員 され た こ

とを既 に論 じ て い る （樋口
，

2005
， 游鑑 明 ， 2005 な ど）。 中国に お け る 日本 の 占領統治下

で 進 め られ た女性政策 に っ い て も ，
こ の 視点 か ら捉 え直す こ とで そ の 実態 の 新 たな

一
面 を

明 らか に で き よ う。

　こ の よ うに ， 新民会 の 女性 政策が従来 の評価 とは矛盾す る複雑性 を持 つ こ とに つ い て ，

先行研究 は考察 して い ない
。 そ の 原 因は ， 先行研 究で は資料 の収集 と分析 が不足 して い る
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こ とに ある 。 日本占領下華北に は 『徳風』， 『新婦女』， 『婦女家庭』， 『時代婦女』， 『婦女雑

誌』など ， 女性 を対象 と した雑誌が 多 く出版 され て い るほ か
， 女性雑誌で は なく とも新民

会が 出版 した 『開封 教育』， 『新民 報半．月刊』の よ うに ， 新民 会の 女性論を多数掲載 して い

る雑誌が ある 。 特に 『青年』， 『新民 青年』（1942 年 7 月 よ り 『新民 月刊』に改題）， 『青少年』

な ど青年 向けの 新民会の 雑誌 に は，女性 に 関す る記 事 も多い 。新民 会 日本人職員 向けの 機

関誌 『新民会報』， 『新民運動』， 中国人民衆向けの 機 関紙 『新民報』， 更に 1944年の 『新民報』

廃刊 後に発 刊 され た 『華北新報』な どには ， 新民会 の 女性 政策に 関す る活 動 が 多数記 録 さ

れ て い る 。 それ に もか かわ らず，先行研究で は新民会 中央指導部長の 繆斌 が新民会の 指導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

思想 と して 創作 した 「新民主義」な ど ， 限 られ た資料 しか用 い て い ない 。 王強 （2GO6，
　p．37）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3｝

は ， 繆斌が 作詞 した 「新民婦女歌　 」 を提示 し ， 新民 会が 「三 綱五 常」 な どの 伝 統道徳

を女性 に宣伝 し ， 女性 は家庭で 夫に仕 え子 を養 うべ き と説 き ， 女権運 動に反 対 した こ とを

論 じて い る 。 呉洪成 ， 張華 （2007， p．164，
220）や鄭永福 ， 呂美頤 （2010）の よ うに ， 先

行研 究の 中に は上に挙げた雑誌の 記 述を取 り上 げた もの もあるが，従来の 「封建道徳」 へ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）
の 回帰 とい う理解の 枠組か ら外れ る資料上 の 記述に は着 目せ ず ， 分析 して い ない 。

　本稿は こ れ らの 課題 を踏まえ ， 先行研究が用 い て い な い 資料 の 収集 と分析 を通 して ， 新

民会の 女性政策の 全体像の 復元 を試み る もの で あ る 。 特に ， 日本 占領下華北 に生 きた女性

と
一

口 に 言 っ て も様 々 な階層 の 女性が い る こ とに着 目し ， それ ぞ れ の 女性 が 置かれ る階層

や生 活状況が ， 日本の 占領統治政策 とどの よ うに関わるか を重点的に 考察す る 。 こ の 考察

を通 して ， 新民 会の 女性 政策 が単な る女性に 対す る抑圧や， 「封建 道徳 」 へ の 回帰 とい う

だ けで は説明 しきれ ない 複雑性 を持 っ こ とが見 えて こ よ う。

∬　 新民会の 女性観 と女 子 教育の 方 針

　新民会が 教化 動員政策 を進 め る上で の 指導思想は ，新民会 中央指導部長 の 繆斌 が提 唱 し

た 「新民主義」 で あ っ た。まず，こ の 中で 女性 がい か に論 じられて い るか を確認 してお く 。

　繆斌 の 「新民主義」 は
， 『大学』八条 目， 即ち 「格物 亅，

「致知」，
「誠意」，

「正 心」，「修身」，「斉

家」， 「治国」，「平天 下」 と，繆斌が独 自に創作 した 「親郷 」 を加 えた九 条 目に 沿 っ て 展開

2）　繆斌 と新民 主義に つ い て は，岡 田 （1986，1987），横山 （1992）などを参照 。

3）　 新民婦女歌の 歌詞 は次 の 通 り （王 強 ， 2006 ， p．37）。 晨光熹微鶏破暁，催醒好夢起洒掃　明窓

淨幾香満室 ， 案頭三 才花道巧　柔順端静淑婉窈窕，相夫教子斉家好　主事中饋閑時少 ，
正 婦 道琴瑟

偕老

4）　なお ， 出版史研究で は ，日本 占領下華北の 女性雑誌に つ い て も取 り上げてお り，それ らの 刊行

物 の 言 説 が 五 四運 動期 の 女性運 動 を継承す る女性論 も含み ，単な る 「封 建道徳」 へ の 回帰 とは
一括

で きな い こ とを既 に指 摘 して い る （北京市婦女聯合会編，1990，前山，1995，劉寧元，2001）。 しか し，

新民会の 女性政策研究に は こ の 視点 がま だ反映 され て い ない 。
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する 。
こ の うち ，

「斉家」は東洋で は家族 に よる人間同士 の 結び つ きを大切 に す る とい う「家

族主義」 を提 唱 す るもの で あ る 。
こ こ で 繆斌 は陰陽思想 を援用 し つ つ

， 女性の 役割に つ い

て も論 じて い る 。 そ の 概要は 以下の 通 りで ある。

　西 洋 で は功利思想 に基づ く個人主 義に よ り， 家族で あっ て も別 居 した り， 同居 して い て

も独立 して 生計を立て た りして ， 家族内で 個人 が分断 され ， 助 け合 うこ とがない
。 加 えて

西洋 では男女平等が説かれ ， 男女の 権利義務は全て 同等 で なけれ ばな らない と認識 されて

い る。 これ ら西 洋の 思想 は 「家族主 義」 の 伝統 を持 っ 東洋 には適合 し ない 。
「男の 性は 陽，

女の 性は陰 ， 男 の 徳 は剛 ， 女の 徳は柔」 で あ り， そ もそ も男女の 間に は性質の 差異が あ り，

求め られる役割 も異 なる。それが 「男主外 ， 女主内」，
「女性 は家庭に帰れ」 で あ り，女性

の 役割は 家庭内の 家事や育児にあ る 。 西洋の よ うに ， 女性 が 政治 に関与 した り ， 更に は兵

役に服 した りす る こ と，ま た男性 が家事や育児 を行 うこ とは不 可能で あ り ，
「天理 」 に も

反す る 。 特 に女性の 参政につ い て は，例えば宋家三 姉妹 に見 られ る よ うに ， 女性 が政治に

参加す る と政治が乱れ るこ とを歴史が 証明 して い る 。 女性 の 役 割 はあ くま で も 「内助」 で

ある。その 「内」 の 役割が あ っ て こ そ 「外 」 も機能す る の で あ り
， 女性 が家庭を守 る役割

を果た すこ とが ， 国家の 安定の 基礎 に もな る 。
こ の よ うに ， 男性 と女性 がそ れぞれ異なる

役割 を十 分に果 たす こ と こそ が ， 真の 男女平等で ある と説い た （繆斌 （1938 ，
3），

「新民

主義 の 理論 と実践」 『外事警察報』 188，pp ．6−7）。

　こ の 「新民主義」 に基づ き ， 繆斌 は 「男 主外 ， 女主 内 」 の 思想 を様 々 な場 で説い て い

る 。 河 北省香河 県の 新民婦女会が北京を見 学に訪れ た 際 ， 繆斌 は婦女会に対する訓話 の 中

で ，
「社会で 働 く者は男で あ るが ， 家庭内で働 く者 は女 で あ る」，

「女子 は家庭内 に 於て 良

く家を守 り子 たる もの は親に妻た るもの は夫に仕 えた な らば 自然 に家庭は平和 とな り， 社

会は安寧国家は太平 となる ，
これ が所謂 婦 女救国で あ る」 （「香河県新民婦女会の 北京見 学」

（1940 ， 5， 1），『新民 会報』61
，

62 合刊 ， p．　9） と述 べ
， 女性は 家庭で の 役割 を果 たす べ

き と説い た 。 以上 は ， 先行研究で も既に論 じられ て い る新民会の 女性政策 に関す る基本的

な認識 とも
一

致す る 。 しか し， 当時 の 華北に お ける新民会の 各種刊行物 に掲載 され た記事

を見 る と ， 必ず しも家庭で の 役割 を求め るに とどま らない
， 女性論の 多様性が 見 えて くる 。

　で は ， 新民会 は 日本 占領下華北に 生 きる中国 人女性 に対 して ，
い か な る 女性 となる こ と

を求 めてい た の か 。 そ の 前 に ， まず新民会が現地の 中国人 女性の 現状 をい か に捉 えて い た

の か を検討 し よう。女性像に対 す る新民会の 捉 え方 は
， 都市女性 と農村女性に よ っ て 大き

く分かれて い る 。

　まず都市女性は ， 西洋 か ら流入 した 自由主義 ， 個人主義の 影響 を受 けて享楽主義に陥 り，

堕落 した女性 と して 描かれ て い る 。 女学生 は 学校 を恋愛の 場 と見 な し ， 公 園で デー トを し，

「社交公 開」 を楽 しみ ， 華美 な服装や 化粧 を して 劇場や映画館 に 出入 りしてい る と ， 享楽

に耽 る姿を嘆い て い る （樹峩 （1940 ，
8），

「談談女子教育」『開封教育』1−5
， p．3 ， 宋鴻釣 （1940，

10
， 1），

「建設東亜 声中的時代婦女」『時代婦女』3
， p．2 な ど）。 こ うした物質的享楽に加 え ，
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男女平等の 思想は む しろ女性 の 方が強い 権利 を持つ 結果をもた らし ， 夫婦生活が嫌 に なっ

た ら夫の 虐待 を理 由に して す ぐに離婚 を申 し立て るな ど ， 教育を受 けた女性 は傲慢 に な る

とい う （楊復礼 （1940 ，
3），

「何謂新民教育 ？」 『開封教育』1−3，p．10）。 こ の よ うな道徳

面 で の 批判に とどま らず ，
こ うした女性は 生活 力が なく ， 消費す るばか りで 生産 しない の

で ， 女性解放や男女平等 を声高に訴 えなが ら ， 結局 は男性 に依存す るばか りで ，
い わ ば社

会 の 「寄生 虫」 で あ る との 批 判 も加 えて い る （鮑芳 （1944 ，
10

，
15），

「婦女運 動 与女 青年 」

『青少年』5− 1
， p．1）。

っ ま り， 自由と贅沢を享受 して い る都市女性の 欠点は ， 儒教の 規範

の 下に ある慎ま しやか な 「東方固有の 文化道徳」 の 欠如 と，生 産力，生活力の 欠如で ある

とい う見方で ある。 新民会は， こ の よ うな欧米の 自由主義 ， 個人主 義の影響 に よ っ て 堕落

した女性の 存在を挙げ， 「新民主義」 に基づ く修養 と教 育の 必 要性 を説 く。

　次 に 農村女性 に 関 して は， 「封建 道徳」 に拘束 され て 生活力 を奪われ ， 男性 の所 有物 と

化 した悲惨な生活状況 が描 か れて い る 。 新 民会が言 うとこ ろの 克服すべ き 「封建道徳」 の

ひ とつ に， 「父母之命 ， 媒酌之 言」 が あ る 。 父母 を絶対的な存在 と して これ に隷属 し ， 婚

姻 も父母 の 意思 が絶対で あ り， 粗末 に扱われ る娘は 早婚 させ られた り貧 しい 家や 病人 の 家

に嫁が せ られ た りして ， そ の 結果 家庭が崩壊す る とい う問題 を取 り上 げて い る 。 加 え て ，

「女子無才便是徳」 とい っ た女性の 教育や能力の 習得 を忌避す る思想 も，悪 し き 「封建道徳」

と位置付 けてい る （彦平 （1939，9）， 「琢県婦女生活素描」 『新婦女』 4，p．60）。 農村女性

を苦 しめ る悪習の 典型 と して 特に批判 の 対象で あ っ た の が ， 纏足で あ る （「告纏足 婦女書」

（1939， 12，16）， 『新良郷』2−4
， p，19）。 新民 会は ，

こ うした農村女性 を救済す べ き対象

と認識 し ， 女子 教育 ， と りわ け生活力 や生産力を習得す るた めの 職業教育の 必 要性 を提唱

して い る 。

　以 上 の よ うに ，新民 会に とっ て 女性 を束縛す る 「封建 道徳」 は ， 回帰す べ き もの で はな

く ， 打倒 すべ き対象 で あっ た。 都市に おい て は 欧米の 自由主義 ， 個人 主義の 流入 に よ る家

族主義 の 崩壊を批判 し， こ れ に対抗す る思想 と して 儒教道徳 を基礎に据 えっ つ も，農村に

お い て は数 千年 に 亘 っ て 中 国社 会 を支配 して きた 「封建道徳」 が女性 を束縛 して きた こ と

を批判 し ， 女子教育の 必 要性 を主張 し て い る の で あ る 。

　新 民会の 立場 は ， 民 国成 立以来 の教育の 近代化や ， 女性解放運動 を全面 的に否 定す るも

の で は なか っ た 。 む し ろ ， 近代 中国に お け る女子 教 育の 普及 を肯定的に評 価 し，今後
一

層

推進 す べ き もの と認識 して い た 。 そ して，過去の 女性解放運動に関 し て は ，議論ばか りで

実 践 が伴わず ， 女性 の 自立 が未 だ確 立 され て い ない とい っ た ， 方 向性 を評価 しっ つ も成果

を挙げ られ て い ない とい う批判 の 方が 目立 っ （尚午 「新民報与婦女」 『新民 報』 （北京）第

一
千号紀念特刊 1940，11，6，p．2）。

　但 し ， そ の女性解放運 動 の 行 き っ く先が ，欧米文 化 ，特に功利主義 ， 個人主 義の 影響 を

受 けて ， 享楽主義に陥 り ， 傲慢で 堕落 した女性で あ っ て は な らない とい うの が ， 新民会の

女性 論 で あ る 。 新民会 は ， あ くまで も 「東洋固有の 美徳」 を具え，良好な家庭 を築 くた め
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に 家政 に対 して 責任 を持て る女性 とい う意味で ，
「賢妻良母 」 を育成す る女子教育をす べ

きと主張 した 。 加 えて ， そ の 目指す とこ ろ は生産 力や 生活 力 を具 えて 男性 に依存せ ず ， 男

性 の 所有物や い わ ゆる社会の 「寄生 虫」 とならない ， 自立 した 女性 で あ っ た 。

　新民会の 女 性 論には ， 女性 は 家庭 へ 帰 っ て 家政を担 うべ きとい う議論 と，女性 は も っ と

社会 に進 出す べ きと言い
， 社会で 生産労働に 従事する職 業女性 を肯定す る議論の 両 方が 混

在 し て い る。女性 が従事す る生産労働 とい っ て も，主 に家庭内 副業が推奨 されて い るが ，

実際は それ に とどま らない
。 『新民報 』も ， 女性 も男性 に劣 らず働 く能力 を持 っ て お り，「男

主外 ，女主 内 」とい う「旧法」に とらわれ る べ きで は ない とさえ論 じて い る （「漫談婦女職業」

『新民報』 1941， 7， 14， p．5）。 また 「三 従 四徳」 な ど ， 旧来 の 女性 道徳 と位置づ けられ る

思想に つ い て も賛否両論 あ り，

一
定 で はない （「職業婦 女応 注意的事項」 『新民報』 （北京）

1939
，
8

，
5

， p．　7，
「唐山新民婦女会　隆重挙行成立典礼」 『新民報』 （北京 ） 1939

，
9

，
17

，
　p，6）。

成安婦女青年 隊 の 幹事会議 で も ， 県署秘書 は 「男主外，女主内」 の 思想 を肯定的には捉 え

て い ない （「成安婦女会青年隊　同 日分別挙行幹事会議」『新民報』（北京）1939
，
　10

，
31

， p．　6）。

ま た， 日本人が 執筆 した もの と思 われ る 『新民運動』の 記事は こ れ らに比 べ て 保守的で ，

「男 主外 ， 女主 内」 の 思想 を擁護 し つ つ ，過去 の 中国 の 女権運動 を批判 して い る。 それ で

も，女性本来の 役割で あ る家事や育児 に支障を来 さない 範囲で生産労働に も従事せ よ と説

い て い る （「支那婦女指導問題 」 （1941，3）『新民運動』2−3，pp ．91− 102）。 い ずれ に して も ，

国家や 社会に とっ て 有用な人 材 となる よ うに女性 を 向上 させ よ うとい う方 向性 には 変わ り

ない 。それ は ，
「封 建道徳」 を克服 し て 「東方 固有の 文 化 道徳」 を獲得 し

， 国家や社会に

貢献で き る能力 を持 ち ， 自立 した 「賢妻良母 」 を 目指す とい う議論の 展開なの で ある （「懐

柔新民婦女会」 『新民報』（北京） 1939， 10，29，p．　6）。

　な お ， 女性の 参政につ い て も，繆 斌 が 「新 民主義」 で 反対 して い る
一

方 で ，新民会の 刊

行物 に は ， 必ず しも反対 とは 言 えない 論説 も見 られ る 。 例 えば 『新民月刊』で は ，
「政 治

事業は決 して 男性だけの もの で は な く， 女性 が絶対に参与で きない もの で はない
。 （中略）

今後の 女性 は，苦痛を取 り除くた め に政治の 渦 中に 身を投 じない わ けに はい か ない 」 と論

じられ て お り （武承彝 （1943 ，
2），

「今 日救済中国婦女的要例」 『新民月 刊』4−2， p．111），

新民 会の 青年 読物 の ひ とつ で あ る 『青少年』 に も ，
「私 た ち は ，固 よ り例 え ば男女の 法律

上 の 地位 の 平 等 ， 女性 の 継承 権の 確立 な ど，過去 の 女性運動 の 価値 を完全 に否定す る もの

では ない
。 女性 の 社会地位の 改善 ， 女性参政 の事実 ，また社交公 開 ， 婚姻の 自由 ， 女性 の

職 業の 増加 ， 教育の 機会均等 な ど，
い ずれ も特筆に値す る」 （鮑芳 （1944， 10

，
15），

「婦

女運動与女青年」 『青少年』5− 1
， p．1） とある 。 こ の よ うに ， 新民会の 雑誌に は 「新民 主義」

と異 なる形で 女性 の 社会進 出を肯定す る議論 も見 られ る 。

　も うひ とつ 注 目す べ きは ， 新 民会が 中国の 女性 を啓発 するた め に ， しば しば 口本 の 女性

を理 想の 女性 と して 取 り上げて い る こ とで あ る 。 そ こ に描 か れ る女性像 は ， 温 和 で 従順 な

性格 で夫 に尽 く し家事を こな す姿，享楽主義 を脱 して ， 自己犠牲の 精神で 奉仕す る姿，勤
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勉で 社会に 出て 活発に働 く姿で ある （「敬告中国婦女」 『新民報』 （北京）1939，1，　11，p．3）。

こ こ に描かれ る女性の 姿は ， ま さに 「東方固有の 文化道徳」と呼 べ る女性 の 美徳を具 えた 「賢

妻良母 」 と して 日本女性 を理想化する もの で あ り，従来理 解 され て い る新民会 の 女性観 と

矛 盾 しない
。

「日華提携」 とい う時局 を反 映 した イデオ ロ ギー宣伝 ともつ なが る もの で あ

ろ う。 しか し，新民会は
一

方で ，店員や事務員 と して働 く 日本女性や ， 交通機関 ，
工 場で

働 く日本女性な ども積極的に評価 し ， 紹介 して い る 。

　「新民主義」 で は 「男主外，女主 内」 を提唱 して い た繆斌 も ，
1939 年に 日本 を視察 した

感想 の 中で は ，
「特 に我々 の 注 目を要す るこ とは女子の 旺 盛 な る 勤労精神で あ っ て 自動車

の 運 転 は勿論重 工 業の 工 場 に於 い て 働 く等実 に男 子 に劣 らな い 程の 進 出振 りで あ ります ，

此の 様 な 日本女子 の 精神は我が 中国女子 の 大い に学ぶ べ き所で あ ります」 （繆斌 （1939 ，
7

，

20）， 「友邦 日本に 学ぶ べ き諸点」 『新民 会報』 33
， p．20） と述 べ

， 男性同様 に社会で 労働

に従事す る女性 を高く評価 して い る 。

　以上 の よ うに，新民会 は 「男主 外，女主 内」 を女性政策の 基 本理 念に掲 げて い る もの の ，

一方 で 働 く日本女性 を理想化 し ， 男性 と同 じく社会の 生 産 労働 に参画す る こ とも奨励 し ，

女性 の 生 き方と して 二 つ の 道を提示 して い た （
一

指 （1940 ，
11

，
1 ），

「離開学校後的青年

婦 女応 該走那条路」『新民青年』創刊 号 ， pp．29
− 31）。 そ して ， 新民 会は男女平 等で は な く ，

「男

女分工」 を しば しば主張 し （「漫談婦女職業」『新民報』（北京） 1941
，

7
，

14
， p．5）， 女性

の 能力を認 め
， それ を伸ばす よ う提 唱 した 。 ま さに ，男性 と同 じ く女性 も国民の

一
員，国

家建 設 の 担い 手 と して 「社会に 奉仕せ よ」 と呼び か け る もの で あ っ た （梅 （1940， 1， 1），

「中華民国 29 年 新民主義下的婦女」 『新民 報』（北京 ）p。13）。

皿 　新民会 の 女 性 政策と教化 ， 組織 化 ， 動 員

　新民会は 「青年 団」 や 「少 年 団」 と併せ て 各地 に順 次 「婦 女会」， 「少 女団」 を組織 し，

これ らに 現地 女性 を加入 させ ， 女性 の 組 織化 を進め た。本章で は， これ ら新民会に よ る女

性 団体 の 組 織 と展 開 に つ い て ，復元 し よ う。

　1938年 5 月 ， 新民会 中央青年 訓練所や新 民青年 団が成立 す るの と同時期 に ， 山西 省 で

新民 女子 青年 会 が結成 され た 。 15歳か ら 35歳まで の 女性 を対象 と し ， そ の 目的は ，
「新

民主義 の 実践」，「生活の 改善」，「風俗の 矯正」，
「家庭経済の 向上」，

「思想の 改善」，
「教育

の普及」 で あ っ た （『新民会 報』4
，

1938
，

5
，

15
， p．14）。 同年 8 月 に は婦女会 と少女団の

組織大綱が決定 され （『新民会報』10
，

1938 ， 8， 15 ， p．6）， 同年 9 月 には新民 会教化 部に

よ り ， 新民 女青少年 団結成要綱 が起 草 され た （『新民 会報 』12
，

1938
，

9
，

15
， p．5）。 以

後 ， 各地に婦女会や少女団 ， 婦女識字班が順次設立 され た 。 また 占領統治前 に も婦女協会

や放足促進 会な どが あ り ， 河北 省の 良郷実験県で は こ れ らを合併 して 新民会の 女性運動 を

進 めるた め の 婦女修養会 を組 織 した （「良郷実験県工 作要領」 （続） （1938， 12）， 『新良郷』
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1−4 ，　p．40）D

　活動内容 は ，例 え ば冀東道の 婦女会で は ，「軍 隊の 送迎 と慰 問」， 「祝賀式典や 弔事 へ の

参加 亅，
「貧 困や 災害の 救済」，「新国民 婦女思想の 養成」，「児童 教育の研究」 な どを挙 げて

い る 。 指導要 綱には 「団 体訓練」 に つ い て も ，
「団体旅 行 ， 体育向上 ， 救護演習」，

「識字

運動の 参加 」，
「防災訓練」，

「記念 日の 式典 へ の 参加」，
「郷土娯楽の 純化」，

「郷土悪習の 打

破亅 な どが 定め られ て い る。更 に家庭内副 業を含めた 労働 へ の 参加 も掲げつ つ
， 修養 と し

て の 「婦徳の 涵養」 や ， 国家意識 を高 め る と同時に，祖先崇拝や廟 へ の 参拝 も奨励 してい

る。新 民会唐 山市指 導 部 が組織 した婦 女会 も同様 の 活 動 内容 を掲 げて お り，そ の 理 念は 「男

主外 ， 女主 内」 で ある （「唐山新民婦 女会　16 日挙行結成会」 『新民報』 （北京） 1939， 9，

15， p．6）。 察南防共婦女団も 「相夫教子 （夫を助け子 を育て る）」，
「賢妻 良母 」 な どの 理

念を掲げて い る （「察南防共婦女団　教化 陣容実施任務」『新民 報』（北京）1939
，
8

，
22

， p．6）。

しか し ， 保 定道の 婦女会で は，設 立 の 趣旨を 「男主外 ， 女主内」 としつ つ も ， 女性 が家庭

の み を知 り社会 を知 らない の で は良 くな い と説 明されて い るな ど （「保 定道指導両年来工

作亅 『新民 報』 （北京） 1940
，

2
， 27， p ．5），各地 で 掲げた理 念は

一
様で は ない 。

　 これ ら各地 に設 立 され た婦女 会 ， 少 女団 は ， 青年 団 ， 少 年団に 比 べ れば組織数 も加 入 者

数も少 な く， 男性 に比 べ て 女性の 組織化は遅れて い た，或 い は 限 られ た もの で あ っ た と言

え よ う
5）

。 また ， 省 ， 市 ， 県 レ ベ ル で 各地に この よ うな女 性団体が設 立 され てい っ た もの の
，

日本 占領下 にお け る華北全体の 女性運動指導機構 で ある華北婦女協会 は ，
1944 年 10 月 に

な っ て 漸 く設立 され た （万徳芬 「慶祝華北 婦女協会成立」 『華北新報』 1944，10，1，p．2，「強

力展 開婦女運動之華北婦協結成式　 10 月 1 日在 尚友会 挙行 」 （1944， 10， 11）， 『新民会報』

276，　p．6）。

　同会の 設 立 に 向けた 動 きは 1943 年 か ら既 に始 ま っ て お り，そ の 組織大綱 も発 表 され て

い る 。 その 規定 に よる と，同会 は 15 歳以上で ，
「思 想純正 」 な者，会員 2 人の 推薦を受 け

る者 を入会 資格 と し，会員は 毎年 1 元 の 会費納入 を条件 と して い る （「華北婦女蹶然奮起

　組織協会展 開新国民運動亅 『新民報』 （北京） 1943
，
6

，
27

， p．3 ，
「華北婦女協会組織大 綱」

（1943，8， 11），『新民 会報』234
， P，4）。

　 これ らの 女性 団体 は ， 新民会 の 指導の 下で 生 まれ ，運営 された （「婦女協会　昨開二 次

籌備会」 『新民報』（北京） 1943， 6，27，p．3）。 資金 は会員 自身か ら徴収 され た 会費の ほ か ，

新民 会指導部か らも支給 され て い る （「天津新民婦女会」『新民報』（北京）1940
， 3， 18， p．7）。

　で は ， 新民 会 の 女性政策の 内容 に っ い て 検 討 し よ う。 1939 年 の 新 民 生活 実践運 動 は ，

民衆に対 して 祭祀敬礼 ， 滅私奉公 ， 勤勉質朴などの 精神教育 と共 に ， 父母 に孝道 を尽 くす ，

5）　「30年 1 月 各 団体人数統 計報告」 （1941，2，7）『新民 会報』109
， p．3 で は ， 団数はそ れ ぞれ青

年団 1103，少 年団 508，婦女会 121，少女 団 259
， 人 数はそ れぞ れ 青年団 74423，少年団 51656，婦

女会 17678，少女団 15490 で ある 。
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新民体操を実施す る ， 早寝早起きをす る な どの 生 活指導を推進する運動で あ っ た 。 その 要

綱 には女性の 役割 に つ い て も提示 され て お り， 料理 や洗濯 ， 裁縫 ， 掃 除な どの 家政を担 う

責任や ， 賭博やア ヘ ン な どを撲滅す る ため に 家庭 を楽 しい 場所に す るこ と も女性 に 求め ら

れ た 。 また婚姻の 際に は 父 母 の 意向を尊重す る こ とや ， 嫁ぎ先で は姑や舅 ， 夫に よ く仕 え ，

子供 の 教育に努め ， 婚姻の 形態 も個人 契約 で は な く祖先祭祀 を重 ん じ ，
三 代家譜 を交換す

る 「家族主義」 の 形式を とるこ とな どを定めた （「新民 生活 実践運 動要 綱」 （1939 ，
1）， 『首

都画刊』7
， pp．6−8）。 また 河南省 開封市の 新民会指導部に よ る新民婦女座 談会で は

， 日本

女性 の 団体，国防婦人 会 とも連絡 を取 り合 う方針が 打ち出 されて い た （「開封市指導部 5

月上旬工 作概況」 （1939，6， 15），『新民会報』 30， p．26）。 新民会が理 想の モ デル と して

描い て い る 日本人女性 との 交流 も，占領 下華北の 中国人女性 に対する宣伝教化 の 役割を果

た して い た の で あろ う。

　以 上 の よ うな教化宣伝活動の ほ か ， 新民会は 女子教育を推進 す べ き と して ， 特に識字教

育， 纏足 解放運動 ， 職業教育の 普及 を重視 した 。 識 字班を設 け ， 就職 しない 女学生にそ の

活動 を担 わせ るな どの 方針 を と っ て い る 。 河 北省の 良郷実験県 では ， 各村 の 青年女性の 纏

足 の 状況 を調査 し ， 纏 足 の 害 を徹底 的 に宣伝 した上 で ，
25 歳未満の 女性 の 纏足 は全て 解

放 し ，
こ れ に従わ ない 者 に は罰金 を支払 わせ る とい う婦女解放纏足 運動案 が あっ た （「婦

女解放纏足運 動 実施計画 （案）」 （1939 ，
12

，
16），『新良郷』2−4， p．15）。 前述の 通 り， 新

民会の 女性観に は，農村女性は 貧困 と ， 男尊女卑 の 観念に よ り学習の 機会 を奪われ ， 生産

能力 を習得す る機会がな く ， 悲惨な状 況 か ら抜 け出せ ない とい う認識 がある。 そ こ で ，農

村女性 には 家庭副業を提 唱 した 。
1939 年 4 月 に は，新 民 会首都指導部が 「女子職 業を救

済する為め」として 「女子職業教習所」を設置 した （「首都指導部 4 月 下半期工作報告」（1939 ，

5
，
15）， 『新民会報』 28，p．55）。撫寧県指導部で は ，婦女会を通 じて 家庭副業を奨励 して

い る （撫寧県指導部 （1939， ll，20），
「実験村建設 の 体験」 『新民会報』44

，
　 p。13）。 家庭

の 副業 と して 刺繍や裁縫が挙 げ られ ， 河南省の 婦女会で も講習が行 われて い た （河南省指

導部 （1939，12，20），
「河 南省指導部 管下各県視察報告」 『新民 会報』48 ， p．25）。 河北省

立北京女子 家事職業学校 も ， 貧困 層の 女子 学生 を受 け入れ るた め ，
2 元 の 雑 費以外 に学費

は徴収 して い ない とい う。 同校に は 「補習班」，
「普通 家事科」，

「園芸科」，
「図繍科」，

「社

会職業科」 が設 け られ て お り， 家事 ， 家庭 副 業か ら社会で働 くこ とまで ，女性 に様 々 な進

路が あ る こ とを示 して い る （「欲謀女子 職業発展 　須従教育方面着手」 『新民報』（北京 ）

1939，　10
，　12

，　p．3）。

　 しか しこ れ らの 女性組織 は，教化宣伝や社会改革の み な らず ， 戦時動員の た めの 組織 と

して 機能 した こ とも軽視 して は な らない
。

30 年代末 は前述の よ うな教化宣伝 が 中心 で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6）

るが ， 40 年代以降 ， 新 民会の 女性 政策は戦時動員の 色彩 を強めて い っ た 。 婦女会や少女

6）　劉寧元 （2001）は， 日本 占領下北京 に おける女性雑誌に掲載 された 女性論 つ い て ， 太平洋戦争
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団は 「皇 軍」 の 慰 問や看護 ， 治安強 化運 動で は情報工 作な ども担 わ され た （「第二 次治安

強化運 動 実施要綱 」 （1941 ，
7

，
25）， 『新民会報』55

， p．2）。 華北婦 女協会の 設 立 準備 に伴 っ

て 打 ち出 された 「婦女運 動要綱」 で は ，当時女性が担 うべ き工 作 と して 「保」，「養」，「教」

の 3 点を挙 げて い る 。
「養」 は 「慈救工 作」 で あ り， 寄付 を募 り， 奉仕 を し ，

「救済工 作」

を行 うこ と ，
「教」 は 「文化 工 作」 で あ り， 識字運動や刊行物の 出版 に よ り，

「中心 思想」

を樹立す る工 作で あ る 。 そ して 「保」 は 「反共工 作」 で あ り， 防諜や情報工 作を指す 。 更

に女性 団体の 中に は秘密裏に 「婦 女反共 勢力 」 を結成 し ， 優秀な青年女性 を選 ん で 「地 下

工 作団」 を組織す る とい う計画も存在 した （「婦女運 動要綱」 （1943 ，
8

，
11）， 『新民会報』

234，p．3）。 女性 は武器 を持 っ て 戦 う代わ りに ，銃後 へ の 協力が 求 め られ ， 夫 を助 け ， 子

を育て る 「賢妻良母」 の 女性像や ， 家庭の 女性 に対 する生産労働 へ の 従事や質素な生活 様

式 の 提唱 も ， 戦争協力の 文脈 で 語 られ る よ うに な っ た （潜 （1943 ，
7），

「婦女与剿共」『新

民月 刊』4−7，PP ．105− 106）。

　新民会は ， 当時の ソ連 ， ドイツ ， イ タ リア ， イ ギ リス
， ア メ リカ ， 日本で は既 に青年女

性 を強制的な労働に従事 させ て い る こ とを紹介し，中国で も老人 ， 病人 ， 障害者 ， 妊婦以

外 の 全 国民 を義務労働 に参加 させ る こ とを提 唱 した 。 同時 に ， 女性 を家庭か ら社会 へ と出

させ て現 実の 生活 を体験 させ ， 女性 の 自覚や 自信 を高め るべ き と説い た の で ある （潜 （1943 ，

7），「婦女与剿共 」 『新民月 刊』4− 7
， pp．　105−106）。

　成立 当初の 新民会 は ， 女子教育の 方針 に 「賢妻良母 」 育成 を掲 げて 家庭へ の 回帰 を提唱

して い た 。 また 一方 で 自立 した女性 を育成す るた め ， 職業教育の 普及 を図 っ た 。 そ の 後政

策 は戦時動員 の 色 彩 を帯び て い き ， 女性 を家庭外の 労働や戦争協力 に も積極的 に動員す る

に至 っ た 。 女性に対する生産労働 へ の 呼びか けは， 日中戦争末期 の 食糧増産 運動 とも結び

つ い て い っ た の で あ る （向明 （1944，
5），

「女 会務職員実 践勤労増産 的
一

頁」 『新民月刊』

5−5
，　p．40）。

N 　新民会の 女性運動 を指導 した女性

　新民 会の 教化宣伝 工 作は ， 「農民 か ら農民 へ 」，
「商人 か ら商人 へ 」，

「青年か ら青年 へ 」，

そ して 「女性 か ら女性 へ

」 とい う， そ れぞれの 階層 の 心理 を最 もよ く把握で き る当事者に

よ っ て 進め る方針 を とっ て い た。 そ して ， それ ぞれ の 階層の 中か ら 「優秀分子」 を選ん で

「宣伝 隊」 や 「宣伝班」 を組織 して そ の 工 作 を実行 させ た （「五千 宣伝員大動員計画要綱頒

布 の 件」 （1942 ，
12

，
10）， 『新民 会報』 210，p．4）。 『新 民報』に は ， 1939年 ， 天 津イ ギ リ

開戦前は 婦徳の 涵養や，或 い は 五 四運 動期 の 女性 解放に近い 思想 も含 め て ，戦時色の 薄 い も の で あ っ

たが ， 太平洋戦争開戦後は，治安強化運動 へ の 女性の 動員な ど，戦争協力 の ため の 言説が 目立つ よ

うに なる と指摘 す る 。
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ス 租界封鎖事件 を発端 とし て 華北に広ま っ た反英運動にお い て ， 婦女会か ら 「優秀 な会員」

を選抜 して
，

一
般家庭に 対す る反 英宣伝を させ た記 述が あ る （「静海反英情緒高漲　実施

委員会工 作教化」 『新民報』 （北京）1939
，

8
，

3
， p．6）。 こ の よ うな女性 の 教化宣伝や動員

を主導した の は い か なる女性で あ っ た の か
。

　婦女会が まず組織化の 対象 と した の は ，知識人 女性で あ っ た 。昌平県の 新民 婦女会 は ，

知識 と教育の あ る 「先進 婦女」 100人を集めて 会員 と して ， 全 県の 女性 を指導 して い くと

宣言 してい た （「昌平新 民婦女会　挙行隆重結成典礼」『新民 報』（北京 ）1939
，
11

，
18

， p ．6）。

「華北婦 女協会組織大綱」 と併せ て 新民 会が発表 した 「婦女運動実施 計画」 で も， 「知識階

層」 の 婦 女か ら組 織化 を始 め ， 後 に各階層の 女性 へ と教化 を図 る と定 めて い る （「婦女運

動実施 計画」 （1943，8， 11），『新 民会報』234，p．5）。 また 新民会 の 女性政策 に 関わる数

多 くの 要職 を務 めた王 賓孫 は，農村女性 の 救済 につ い て 「私たち知識人 に解決す る責任が

ある」 と述 べ てい る （王 賓孫 （1939， 10），

「如何救済農村婦女」 『新婦女』 5，p．1）。 新民

会婦女運動股主任の 王倩 も， 「知識婦女」 に 向けて 書い た文章の 中で ，知 識人女性 の 学問

が個人 の 物質的享楽や結婚の 資格 を得 る ため だ け に 過ぎない こ とを批判 した 上 で ，
「教 育

を受 けて い ない 女同胞が私た ち の 援助の 手 を待 っ て い る」，
「姉妹た ち よ ，

立 ち上がれ 」 と

呼び か けて い る （王蕎 （1942 ，
1），

「対知 識婦 女談幾句話 」 『新 民青年 』3− 1
， p．46）。

　 こ こ か ら ， 運動 の 担い 手 と して 組織の 中心 とな っ た 女性 は ， 新民 会の 活動 に 「真面 目に」

参加 し よ うとす る知識階層の 女性だ っ た こ とがわ か る 。 で は ，こ の よ うに 女性 団体の 中心

的役割 を担 っ たの は，具体的に は どの よ うな女性 で あ っ たの か 。

　 日本 占領 下華北で 刊行 された 雑誌の ひ とつ に 『新婦女』が あ る 。
1939 年 6 月 に ， 新民

会に よ る 「新民 主義の 昂揚」 を 目的 と して設 置 され た新婦女社 が，発行 し た雑誌で あ っ た

（『中華民 国新民会第 1 回全体連合 協議会 ノ状況 二 関ス ル 件他 1件』6 ， 1940， p．47， ア ジ

ア 歴史資料セ ン ター
，
BO2031836400，第 4画像 目）。 新婦女社設立 の 目的は 「婦 女固有 の

道徳 を発揚 し，婦女会の 福利 を 図 り，友情 を深 め ， 知識 を深 め ， 婦人 に職業を斡旋 し，思

想 を指導 し ， 国際的 な婦 女の 連 携 に関す る事柄 を処 理す る」 こ とで ある とい う （「京婦女

界組織　新婦女社」 『新 民報』 （北京），
1939，5， 13，p．7）。 こ の新婦女社 の 主幹に は ， 王

賓孫 ， 任肇勲， 林慰 君 ， 経娟 ， 康式如 ， 斬瑛 の 名前 が挙げ られ て い る が ， 彼 女 らは 「今 日

の 婦 女界 の 新進の 優秀分子 」 で ある とされて い る （「首都新婦女社　昨 日招待記者　到新

聞界記者十数人」 『新民報』（北京），
1939

，
7

，
3

， p．7）。新婦女社の 社員 は 約 40 人で ，多

くが 中学校や小 学校の 教員，大学生，機 関職員，そ して 女性運動に 熱心 な青年婦 女た ちで

あ っ た （『新民会新民青年運動 実施委員会工 作報告書』第 2 輯，
1940

， p．50）。

　華北婦女協会は，会長馮啓亜 が 「有名 な医者」，副会長張 仲淑が 「有名 な記者」， 総幹事

李文 華が 「女性界の ため に新民運 動に従事 した有力者の
一

人」で あ り ， 理 事には元 中学校長 ，

大学講師 ， 民衆運動 の 実践者 ，医者な どを充て て い た 。 『婦女雑 誌』で は ，
こ れ らの 女性 を「女

性 界の 名流 と社 会 の 中堅 分 子」 と呼 ん で い る （呉秋塵 （1944， 11），
「華北婦 協成立 的那

一
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天 」 『婦女雑誌』5− 11
， p．3）。

　北京新民婦女会会長，北京女子第二 中学校校長 な どを務 めた毛伍崇敏 も ， 新民会の 刊行

物 に よ く寄 稿 して い る女性 で ，『時代婦 女』に 発刊の 辞 を記 して い る。彼女は ， 日 中戦争

以前は 北京婦女救済院の 院長 で あ っ た （李少 兵 ， 王 明月 ， 2010）。 こ の よ うに ， 戦前か ら

女性界で 活躍 し て い た女性 が
，

「名流」 と呼ばれて 新民会の 女性運動の 指導的役割を果 た

した 例 も少な くない 。

　時秀文 とい う女学生 は新民会の 刊行物 に積極的に投 稿 してい るが ， 『青年 呼 声』 に掲載

され た 略歴 に よる と，国立 女子 師範学院に在籍 し
， 中学生 の 頃か ら文章を書くこ とを好ん

だ 。 ま た ， 父親が 各地 の 県長 を務め，幼少の 頃に 父 に 連れ られて 各地を見 て 回 っ た とい う。

そ して 農村の 女性に 同情し ， 都市の 魂なき女性 を嫌悪 し ， 教育に よ っ て現状 を変 えよ うと

志 した と紹 介 され て い る （斉成 （1940 ， 5， 20），
「大 阪毎 日青年課題徴 文第

一
名　時秀文

女士 訪問記 」 『青年 呼 声』45
， p，3）。 こ の よ うな，恵 まれ た 家庭 に 育 っ た 上で ，ある種の

正義感 の 強い 女性が こ の よ うな女性運動に身を投 じて い っ た とい う
一

面 も浮か び上 が っ て

くる 。

　 こ うした 女性 の ほ か
， 新民会 で 重要 な役割を果た し て い るの が ， 政府の 要職 に あ る人 物

の 妻 た ちで あ る 。 こ うした 女性 は女性 団体 の 役 職 に就 くこ と もあ るほ か， 「名流婦人」 と

呼 ばれ て そ の 慎 ま しい 生活ぶ りや家事や育児に勤 しむ 姿が ，理想 の 女性 像 と して 描かれ る
　 　 　 　 　 　 　 7）
こ とも多か っ た 。

　新民会が 各地 に設 立 した省 ， 市 ， 県 レ ベ ル の 婦女会 な どの 女性 団体では ， 会長はそ の 省 ，

市， 県の 指導部長 の妻で ある こ とが 多か っ た 。 そ の 他 に は ， 学校教員 な どの 知識人 女性 も

就 くの が
一

般 的で あ っ た 。 ま た
， 地方の 婦女会の 顧問に は ，

「地方名望家の 女性」 を招聘

す る と規 定 して い る 団体も多か っ た （「静海県組成新 民 婦女会 （続 ）」『新民 報』 （北京 ），

1939，3，30，p．6 な ど）。
しか し ， 大阪朝 日新聞記者の 恩田和子 を招い て 開かれ た座 談会で は ，

前述 の よ うな長官の 妻 を会長 に担 ぎ出す慣例 に対 して ，

一
般女性 とか け離れ た女性運動に

な っ て しま うとの 批判が 出 され ， 会長 に は実力 の ある女性 を推挙す べ き とい う主張 もな さ

れて い る （「戦 時 日本的婦女生活 与恩 田女史懇談記」 （1945 ，
1）， 『婦女雑誌』6− 1

， p．26）。

　新民会の 女性政策 を担 っ た 「名流」 婦 人 らの もうひ とつ の 特徴 は， 日本女性 との 交流が

密だ っ た こ とで ある 。 代表的な もの は ， 中 日婦 女親和会
8＞

（以下 ， 親和会）の 活動で ある 。

親和会は 日中双 方の 女性が加入す る団体で，主な活動 には 日本軍 の慰問活動や貧民救済事

業などが ある （「慰 労 日軍将士 中 日親和会献金千元 」 （1942 ， 5），『婦女雑誌』 3− 5，p。47，「中

日婦女界名流　籌辧振貧義務劇」 『新民報』 （北京 ） 1941
， 1， 13， p．7 な ど）。 また，女性

7）　『新民報』 （北京）1942 年 には 「名流夫 人訪 問記」 とい う連載が あ る 。

8）　北京に住む 日中双方 の 女性 が加入 で き，入会条件は会員 2 名以 上 の 紹介 を受 ける こ と と し て い

る 。 年会費が 10元か か る。1941年 11月 まで の 段階で ，会員が 150人以上 で ある（「中日北京婦人親和会」

（1941，11），『婦女雑誌』2−11
， p．78）。
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に対する教化宣伝を進め るオ ピ ニ オ ン リ
ーダー

の 役割も果た して い た 。 親和会 の 代表的な

活 動は ， 北京 日本婦人会，北京佛教婦人会，大谷婦人会，北京基督教矯風会 ， 朝鮮婦人会

な ど，主 に 日本人女性 団体 と共同 し て ，貧民 の 救済事業 に 取 り組む こ とで あ っ た （「首都

中 日鮮婦女界発 起籌振運 動」 『新民 報』（北京） 1939
，

9
，

8
， p．3）。 『婦女雑誌』で は ，中

日婦女親和会の 会員 も 「多 くは
一

般名流夫人 」と記 して い る （「中 日北京婦 人 親和 会」（1941 ，

11）， 『婦女雑誌』2− 11
， p．77）。 他 に も ， 中 日仏教婦女会が臨時政府幹部の 妻 ， 娘 ， 親戚 に よ っ

て組織され て お り，
1938 年 5 月 には 華北婦女訪 日団を結成 し，

22 人の 中国人女性 を 日本

に派遣 して い る （王 娟，2012）。

　 も うひ とっ ， 日 中女性交流の 例 とし て ，北京覚生 女子 中等学校 （以 下，覚生 女中）が あ

る 。 同校 は東本 願寺 と陳覚生財 団の 合弁 で あ る 。 陳覚生 は親 日家として 知 られ た北 寧鉄 路

局長 で あ り， 陳覚生 が 1937 年に死 去 した後 ， そ の 遺産で 妻の 陳鮑薫が覚生女中を設 立 した 。

東本願寺の 大谷家に嫁 ぎ， 大谷婦人会会長 を務めた 元皇族の 大谷智子 も， 同校の 設立 に関

わ っ て い る 。 そ して校長 には陳鮑薫 ， 名誉校長には 大谷智子 ， 理事長 には 北京 市長の 余晋

飫 が就任 した 。 こ の よ うな 日本 の 宗教団体 と 日本 占領下の 行 政が参入 して 設 立 され た 覚生

女 中は ， 訪 日団を結成 して ， 成績優秀者に は卒業後に 日本留学の 機 会を与 え るな ど ， 親 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

化の ための 教化 を中心 的 に行 っ て い た 。他 に も軍人 慰問や貧民 救済活動，弁論大会 など

に も，覚生女中の 生徒は積極的 に参加 させ られて い る 。 なお ， 覚生 女中も女性の 将来像 と

して ，能力 を身 に つ けて 家庭に 帰 り ， 家政 を担 うこ とを想定 し ， そ れ を通 して 健全 な社会

と国家 を築 くこ とを理想 と して 掲 げて い る （「覚生女子 中学　校監発表感想 」『新民報』（北

京） 1939， 7， 17， p．3）。

　以上 の よ うに ， 新民会の 女性政策の 担い 手 や ， 女性政策をめ ぐるオ ピニ オ ン リ
ー

ダ
ー

は
，

行政 の 要職 にあ る人 物の 妻，或い は学校教員，ジ ャ
ーナ リス トな どの 知 識女性 ， 女性 運 動

家が 中心 となっ て い る 。 新民会 の 女性 政策を支えた の は ，
こ の よ うな立場で 婦徳 の 涵養や ，

女性 も国家や社会に貢献す べ き とい っ た運 動の 旗振 り役 とな っ て くれる女性 の 存在で あ っ

た 。

V 　新民会の 女性運動 と女性組織化の拡大

　新民会の 女性政策の 原則 が ，
「女性 か ら女性 へ 」 の 教化宣伝で あ っ た こ とは 前述 の 通 り

で あ る 。 新 民会の 女性 会務職員 の 徐志超 が， 「我 々 女性会務職員 に は 二 重の 使命 が あ り，

女性 会務職 員の
一

切 は
一

般の 知識人 女性に影響を及 ぼ し ， 更に進ん で 私た ち は
一
般の 知識

人女性 と力 を合わせ ，多 くの 農村婦女，都 市の 婦人 ， 更 には娼 妓 の よ うな女性 も私 た ちと

9） 覚生女 中に つ い て は ，王 娟 （2012），木場 （1999） に詳 しい
。 但 し ， 入 学者が い か なる立場 の

女性で あっ た か は 考察されて い ない。
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共に歩ませ る」（徐志超 （1943，ll），「新民 会女会務職員底修養問題 」『新民 月刊』4− 11，p．69）

と述 べ て い るが ，実態は それ ほ ど単純 で は ない 。

　新 民会が女性運 動を展開す るに あた っ て ，取 り込 も うと した女性 には女学生 が挙げ られ

る。 婦女会の 役員 に して も， 学校教員 が多 く含まれて い たの は，小学校教員 を会長にす る

と ， 会員 の 大部分 は教 え子 なの で 組織化 しやすい とい う理 由が あ っ た た め であ る （『北京

防衛 司令官部関於 抄送 「西校 地 区小 学教員興亜会」 「中華民国興亜 婦女会海淀分会」 「西部

地区青年団」 組織章程的函』，北京 市档案館 ， JOO2−OOI −00262 ，
1939

，
5

， 1）。 こ の よ うな ，

学校 を通 した親 日化教育の 影響 も無視 で きない
。

　新民会 の 最大 の 女性組織 で ある華北婦女協会 に っ い て
， 再度見 て み よ う。 前述 の 通 り，

華北婦女協会は 入 会条件を 「思想純正 」 な者 ， 会員 2 人 の 推薦 を受 け る者 と して お り ， 全

員強制
一

律加 入 の 組織で は な い 。会員 か らは 毎年 1 元 の 会費 も徴収す る と定め て い る （「華

北婦 女協 会組 織大綱］ （1943，8，11），『新民会報』 234，p．4）。

　新民会 中央総会組織部長呉秋塵は 『婦女雑誌』で ， 華北婦女協会は 「基本会員 は 既 に

500人 に達 し，大多数 は職業婦女 と知識婦女であ り， 当然 ， 家庭婦 女もその 中に含まれ る」

と述 べ て い る 。 呉秋塵 は同時に ，華北婦女協会 は 「5 千 万 の 華北女性 を代表 す る総合的な

組 織で あ る」 ともい う （呉秋塵 （1944， 11），
「華北婦協成立的那

一
天」 『婦女雑誌』5− 11

，

p．　3）。そ う言 い なが ら も会員が 500 人に と どま っ て い る こ とは，こ れ に加入 した女性が 限

られ た，或い は選 ばれ た 女性 で あ る こ とを示 して い よ う。

　華北婦 女協会成立 以前の 各地 の 婦女会で も ， お よそ共 通 した原則 が あ る 。 地 方 の 組織 で

も， 「思想純正 」，
「身家清 白」，

「本会調査 の許 可 を得た者」 を会員 とす る とい う条件を設

定 して い る 。
しか し

， 広 く多様な階層の 女性 を組み 入れ よ うとす る女性 団体 もあ り ， 小学

生 か ら成年女性 ，老人まで そ れ ぞれ の 年 齢層 に分 けて 組 織化 し，非識字の 女性も組織化 の

対象 と して い る （「盧龍婦女防共会」 『新 民報 』（北京 ）， 1939， 4， 11， p ．6）。 中に は 「志

操堅実」， 「品 行方正 」 な どを入 会条件 と し
， 教育水準や経済水準に言及の ない 規 定を して

い る婦女会 もある （「青 島新民婦 女会　徴集会員 120余人」 『新民 報』 （北京） 1939
，
10

，
9

，

p．6）。 ま た ， 農村 には 農民女性 に よ っ て 組織され る婦女会が ある 。 そ の 成立大会で ， 新民

会 首都指導部代表張鶴魂 は，農村女性 に対 して 「女性 は 家庭の 中心 」 と説い て い る （「養

成農民 実験 区組 織婦女改進 会　昨天 下午挙行成立 大会」『新民報』（北京 ）， 1939， 5 ，
　11，p。7）。

この よ うに，新 民会が取 り込 も うと した 女性像や ， 女性政策の 方向性 には地域に よる差異

も見 られ るが ，それ で も次の よ うな 問題 は指摘で きる 。

　北京市社会局は ，
こ うした都市の 貧 困層 の 女性 を無料で 受 け入 れ ， 職業訓練 を受 けさせ

る工 場 も設 立 してい る 。 但 し ， そ うした工 場 に入 る た め に も試験や学力基準は設 けて あ り，

貧困 に喘 ぐ女性 を誰 で も無条件 にす ぐ受 け入れ よ うとい う姿勢で は ない （「社会局婦女手

工 廠」 『新民報』（北京） 1941
，

5
，

28
， p．3）。

　だ が 日中戦争末期 に な る と，貧富 の 差な く女性 を組 織化 しよ うとする女性 団体 も出て
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くる 。 但 し ， 指導者層 とな る 女性 は 「名 流」 婦人 が 中心 と考え られ て い た （「燕京道婦

女会　擬 定組 織大綱 」 『新民 報』1943
，

5
，

8
， p．3）。

　新民会の 女性雑誌で は ， 知識女性 に関 して ， 教育を受けた女性 は傲慢 で ， 家事を しない

な どとい う批判を散見す る 。 富裕層の 女性は享楽 しか 知 らず ， 社会的な活動に参加 させ に

くい と も論 じられ てい る （「開封街 上棄嬰 多」 （1944 ，
11）， 『婦 女家庭』5−11

， p．5）。 貧困

層や農村女性 に 目を向 け ， 救済政策 を行お うとする の は ， そ の ため で あろ うとも考 え られ

る が
，

い ずれ に して も，都市女性や農村の 貧 困層の 女性 を無条件に 受 け入れ て 救済 し よ う

とは して い ない 。

　結局，新 民会の 女性運動は ， 知識人女性か ら各階層 へ と運動 を広 げ る とい う方針 自体は

あ っ たが ，実態が伴わ なか っ た とも言えそ うで あ る 。 日中戦争末期 にな っ て も ， 女性 運 動

が 一
部の 知識人女性だ けの もの で しか な く ， 農村女性の 悲哀 も都市女性 の 贅沢ぶ りも何 ら

変わ っ て い ない とい う指摘 もな されて い る （嫣然 （1944， 10），
「所期待於婦協者」『新民月 刊』

5−10
， pp，44

−45）。 中 日婦 女親和 会の 活動 に対 して も ， 参加 して い るの はほ とん ど「名流夫人 」

に限 られ ，遊ん で い るだ けの 活動で あるとい う不満や ， も っ と一
般女性 を取 り込ん だ女性

組織を つ く るべ き とい う批判 も ， 新民会幹部や 日中双方 の ジャ
ーナ リス トの 間で 論 じ られ

て い る （「戦時 日本的婦女生活与恩 田女史懇談記 」 （1945，1），『婦女雑誌』 6− 1，p ．26）。

　更 に ， 実際に組 織化 され た女性 の 実像は必 ず しも新民会が理 想 と した通 りで は ない こ と

が ， 日本 人職員 の 報告か らも窺 え る 。 新民会普通 訓練科副科 長の 井上 太郎は ， 河 北省宝低

県 を視察 した際 ， 婦女識字班 の 活動 を熱心 で ある と評価 して い る。
一方 で 座 談会 に参加 し

た 婦女会 の 女性 の 中に 「ハ イ ヒ ー
ル 」 を履 い た女性 が 2 人い た こ とを指摘し ，

「思想的に

か け離れた 人と同時に 訓練す る こ とは労多く して 功少 しで ある」 と述べ
，

こ うした女性 を

含 む婦女会 と識字班の 活動 を分離す べ きと述 べ て い る （井上太郎 （1940 ，
6

，
20），

「冀東

西部視察記」 『新民 会報』66，p．26）。
ハ イ ヒ ール を履く女性 を欧米文化 に染 まっ た女性と

見なすの は あ くまで も新民会の 見方で あ るが ， 彼 らか ら見て 「思想純正 」 と見なせ ない 女

性 も ， 実 際 には組 織に組 み 込 まれ て い た こ とが 分か る 。

　そ の よ うな 中 ， 婦 女会の 中で も 「優秀 ， 有力分子 」 を選抜 して ，女性運動 に積極的に 参

加 させ よ うとい う動 きが 現れ る （「華北婦 女蹶 然奮起 　組織協会展 開新 国民運動」『新 民報』

（北京 ） 1943， 6， 27， p．3）。 以上 の よ うに ，
「名 流」 婦人 や知識 階層の 中で も優秀 な女性

が選 ばれ て ， こ うした 新民 会 の 女性論，婦徳の 涵養や，国家 へ の 協力な どの 言説 に従い
，

身を投ず る よ うな 「優 秀な」，或い は 「真面 目な」 女性 の 存在が ， 新民 会の 女性 運 動を 支

えた の で あ ろ う。 ま た ，貧困層 の 女性 も， 思想面 ， 経済状況 ， 教育水準 などの 点で
一定 の

要件 を満 たす女性 は ， 新民会の 女性政策に組み 込む対象 と して 認識 され て い た 。
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VI おわ りに

　新民会の 現地 民衆に 対す る教化宣伝 イ デオ ロ ギー
は ，儒教道徳の 復興 を掲 げる もの で

あ っ た 。 そ の た め ， 日本の 対華北 占領統 治に 関す る従来の 研究で は ， 新民会は 女性 に 対 し

て 「家庭 に 帰れ」 と主 張 し
， 新民会 が提唱す る理想 の 女性像 と し て の 「賢妻良母 」 とは ，

近代中国の 女性解放運動 に よる女性の 社会進 出や 自立 を否 定 し ， 女性 を家庭に押 し込 めて

父母 や 夫 に従わ せ る もの で ，
「封 建道徳」 へ の 回帰 で あ る とい う理 解が

一
般 的 で あ っ た 。

本稿は
， 先行研 究に お い て 不足 して い る同時代資料の 収集 と分析に よ っ て

， 新民会の 女性

政策に は よ り多様 な側面が ある こ とを論 じて きた。 同時に ，新民会の 女性政策の 内容だけ

で は な く， その 政策の 下で 生 きた女性像の 復元 も試み た 。

　 これ らの 考察 を通 して ， 本稿で 明 らか に した こ とは ， 以 下の よ うに要約 で き る 。 ま ず ，

新民会 の 女性 政策は 「封 建道徳」
へ の 回帰 とい う単純 な もの で は なか っ た。新民会が 「賢

妻良母 」 を掲げ ， 女性に対 して 家庭に帰れ と主張し た こ とは 事実で ある 。 しか し新民会は ，

「賢妻良母 」 は 家庭 に だ け閉 じこ もる の で は な く ， 社 会に視野が 開かれて い な けれ ばな ら

ない と主張 して い た 。 新民 会か ら見 て も ， 女性 の 自立 を阻む 旧来 の 家族観 念や教 育の 普及

の 遅れは，克服 すべ き 「封建道徳」 で あ り， 女性 に対 して 教育や就業を進 めて い る 。 新民

会は ， 女性 に は 家庭 に 帰 っ て 育児や家事 を こ な し ， 良質な 国民 を育成す る家庭 を築 く道 と，

社会進出 して 生 産 労働 に 従事す る道 と， 両方 の 道 を示 し，
い ずれ も肯定的に捉 え て い た 。

その 背景に は ， 女性 も国家の 建設の た め に 能力 を発揮で きる有用 な人材 として 育成す る と

い う考え方 ， 更 には戦争協力 ， 戦時動員 の 要請 があ る。 新民 会が追求 して い た 「賢妻良母」

像は
， 国民 の

一
員と して 社会に 貢献す る女性像で あ っ た 。

　 日本 占領 下華北に 生 きた 女性 と一
口 に言 っ て も，多様 な立 場 の 女 性 が い る 。 本稿で は，

欧米の 思想文化の 影響を受け て 堕落 した 都市女性， 「封建道徳」 に束縛 され て悲惨な生 活

に 喘 ぐ農村 女性， これ らの 女性 とは異な る立場で 積極的に 新民会の 活動に 参加 し よ うとす

る知識女性や 「名流」 婦人 な どの 女性 像を検討 して きた 。 また ，新民会が女性 団体や教育 ，

就業の ため の 機 関で も ， 条件 を設 けて そ こ に取 り込 む 女性 と取 り込 まない 女性 を 区別 して

い た こ とは ， 新民会の 女性政策が貧困層の 女性 に 目を向 けて い て も ， それ が単な る救済政

策で は なか っ た こ とを示 して お り， 無視で きない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （きくち　 し ゅ んす け ・立命館大学大学院博士後期課程）
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